
開催 報告 

第５回未来ビークルリサーチセンターシンポジウム 
 

未来 ビー ク ルリ サー チ セン ター  准教 授 上 原 秀幸 
 

 平成 19 年９月 18 日、 豊橋 商 工会 議所 に お いて 、今 回 で５ 回目 と なる 未来 ビ ーク ルリ
サー チセ ン ター シン ポ ジウ ムを 開 催し たの で 報 告す る．当 日の プロ グ ラム とシ ン ポジ ウム
の様 子の 写 真を 末尾 に 掲載 した の でご 覧頂 き た い． 
 未 来ビ ー クル リサ ー チセ ンタ ー は、 平成 16 年 12 月の 開設 以来 、 文部 科学 省 なら びに
豊橋 市、田 原市 の支 援 をも とに 統 合学 術研 究 拠 点と して の 独自 の連 携 融合 事業 を 展開 して
きて いる ．本 シ ンポ ジウ ム の午 前の 部 では 「連 携融 合事 業 報告 会」 を開 催 し、 平成 18 年
度に 実施 さ れた 5 件の 連携 融 合プ ロジ ェ クト の 活動 成果 が 報告 され た ．ま た、当セ ン ター
で は 、「 衝 突 予 防安 全 」「 先 端異 材 接 合 」「燃 料 電 池」 を ３ 大 重点 プ ロ ジ ェク ト と 位 置づ け
取り 組ん で いる．午 後の 部の「予 防 安全 シン ポ ジウ ム」では 、“予 防 安全 のた め の運 転環 境
お よび ド ラ イ バの 計 測 技 術の 現 状 と 課題”と 題 し て学 外 の 著 名な 研 究 者 ３名 を お 招 きし て
ご講 演頂 く とと もに 、本学 から 2 件の 研究 発 表 を行 った ．昼休 みに は 場所 を地 下 のレ スト
ラン に移 し て立 食形 式 の交 流会 を 開催 し、地 元 自治 体お よ び企 業の 方 々を はじ め 講演 者を
交え た活 発 な意 見交 換 を行 うこ と がで きた 。な お、本 シ ンポ ジウ ム の出 席者 数 は、午前 の
部が 41 名（ 学外 23 名、学内 18 名）、交流 会 が 26 名（ 学 外 16 名 、学 内 10 名 ）、午 後の
部が 56 名（学 外 28 名、学内 28 名）であ った 。最後 に、本シ ン ポジ ウム を 開催 する に あ
たり ご協 力 頂い た関 係 者各 位に こ の場 をお 借 り して 御礼 申 し上 げた い ． 
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第５ 回未 来 ビー クル リ サー チセ ン ター シン ポ ジ ウム 
 
日時 ：平 成 19 年 度 9 月 18 日（ 火） 
場所 ：豊 橋 商工 会議 所 9 階 大 ホー ル 
主催 ：豊 橋 技術 科学 大 学 
後援 ：豊 橋 市、 田原 市 
共催 ：豊 橋 商工 会議 所 、田 原市 商 工会 
 
◇午 前の 部 ：平 成 18 年度 連携 融合 事 業成 果 報 告会 

10:00-10:10 挨拶 ：西 永  頌（本 学 学長） 
成田静夫氏（豊 橋市産業部長） 

10:10-11:50 座長：河村庄造（未 来 VRC 教授 ）  （○：登壇者 ） 
(1) 音声・画像・生体情報を 統 合す る適応運転 支援 システムの 開発 
○章 忠（生産シ ステム工 学系教 授 ），三宅哲夫，中川聖一，廣畠康裕，安 田好文 

(2) 最先 端磁気セ ン サ技 術を応用し た劣化およ び溶接の検査シ ステム 
 ○田中三郎（エコロ ジ ー工 学系教 授），西宮伸幸，竹中俊英，廿日出 好 



 
(3) 電気 ビー クル 用 次世 代電 池 の開 発と エ ネル ギー ステ ー ショ ンの 検 討 

 滝川 浩史 ， ○桶 真一 郎 (電気・ 電子 工 学系 助教) 
(4) リサ イク ル性 を 考慮 した ハ イブ リッ ド 車体 用ア ルミ/鋼接 合法 の 研究 
 ○安 井利 明 （未 来 VRC 准教 授 ）、 椿正 己 、福 本 昌宏 、戸 田 裕之 、川 上 正博 
(5) MOT  

 近藤 邦治 、山 口 誠 ，宮田  譲 ，渋 澤博 幸 ，○ 藤 原孝 男 (人文・社 会工 学系 教 授) 
 
◇交 流会  

12:00-13:20 挨拶 ：福 本 昌宏 （未 来 VRC セン タ ー長 ） 
 鈴木 喜玄 氏 （田 原市 商 工会 会長 ） 

 
◇  午後 の部 ： 予防 安全 シ ンポ ジウ ム  

「予 防安 全 のた めの 運 転環 境お よ びド ライ バ の 計測 技術 の 現状 と課 題 」  
13:35-13:45 挨拶 ：福 本 昌宏 （未 来 VRC セン タ ー長 ） 
13:45-14:45 基調 講演   座長 ：章 忠（ 生 産シ ステ ム 工学 系教 授 ） 

「ド ライ ブ レコ ーダ を 用い た運 転 環境 およ び ド ライ バの 計 測の 現状 」 
 永井 正夫 氏 (東京農 工大 学共 生 科学 技 術研 究院 シス テム 情 報科 学部 門 教授) 

14:45-15:45 招待 講演   座長 ：章 忠 (生産シス テ ム工 学系 教 授) 
「生 体信 号 用セ ンシ ン グシ ート の 研究 開発 」 

 金子 成彦 氏 (東京大 学大 学院 工 学系 研 究科 機械 工学 専攻 教 授) 
15:45-16:00 休憩  
16:00-17:30 一般 講演   座長 ：章 忠（ 生 産シ ステ ム 工学 系教 授 ） 

(1) 高齢 ・認 知症 ド ライ バの 実 態と 医工 連 携に よる 対策 の 現状 
 伊藤 安海 氏 

 (国立 長寿 医 療セ ンタ ー 研究 所長 寿 医療 工 学研 究部 生活 支 援機 器開 発 研究 室室 長) 
(2) ドラ イバ の注 視 行動 計測 に 基づ く運 転 状態 の推 定 

 ○三 宅哲 夫 (生産シ ステ ム工 学 系准 教 授）、 今村  孝 、章  忠 
(3) ドラ イビ ング シ ミュ レー タ を用 いた ド ライ バの 運転 技 能推 定 

 ○今 村 孝 (生産シ ステ ム工 学 系助 教)、 章 忠 、三 宅哲 夫 
17:30  閉会 
 

   


